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世界分散投資戦略ファンド 
愛称：グローバル・ビュー 

運用報告書(全体版) 
 

第13期（決算日2022年７月21日） 
 

作成対象期間（2022年１月22日～2022年７月21日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合／特殊型（絶対収益追求型） 
信 託 期 間 2016年５月13日から2026年１月21日までです。 

運 用 方 針 

野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、内外
の短期有価証券および上場投資信託証券等の現物有価証券を実質的な主要投資対象とし、世界各国の株価指数先物取引、債券先物取引
等の有価証券先物取引等および為替予約取引等を実質的な主要取引対象とします。信託財産の成長を目標に積極的な運用を行なうこと
を基本とします。 

主な投資対象 
世界分散投資戦略ファンド 

マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、内外の短期有価証券および上場投資信託証券等
の現物有価証券に直接投資する場合があります。 

マザーファンド 
内外の短期有価証券および上場投資信託証券等の現物有価証券を主要投資対象とし、世界各国の株価指数
先物取引、債券先物取引等の有価証券先物取引等および為替予約取引等を主要取引対象とします。 

主な投資制限 
世界分散投資戦略ファンド 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 
株式への投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、利子・配当等収益等の水準
および基準価額水準等を勘案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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世界分散投資戦略ファンド

○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組入比率 

株   式 
先物比率 

債   券 
組入比率 

債   券 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

９期(2020年７月21日) 12,143 10 1.6 － 35.6 43.7 △10.2 13.8 3,511 

10期(2021年１月21日) 12,959 10 6.8 － 34.2 48.1 △ 7.3 10.6 3,914 

11期(2021年７月21日) 13,292 10 2.6 － 33.3 42.6 4.4 12.2 4,518 

12期(2022年１月21日) 13,063 10 △ 1.6 － 20.9 50.6 △ 0.1 14.8 5,031 

13期(2022年７月21日) 11,546 10 △11.5 － 21.7 39.3 21.3 13.4 4,943 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券

組入比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドは、絶対収益を目標としているため、ベンチマーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

2022年１月21日 13,063 － － 20.9 50.6 △ 0.1 14.8 

１月末 13,022 △ 0.3 － 22.9 55.3 △ 0.3 16.5 

２月末 12,761 △ 2.3 － 25.5 59.3 △ 2.7 15.4 

３月末 12,693 △ 2.8 － 20.3 49.7 4.0 12.5 

４月末 12,158 △ 6.9 － 19.7 42.8 13.1 12.2 

５月末 12,033 △ 7.9 － 24.9 53.0 2.3 14.4 

６月末 11,423 △12.6 － 21.2 43.4 14.3 14.5 

(期  末)        

2022年７月21日 11,556 △11.5 － 21.7 39.3 21.3 13.4 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券

組入比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率、債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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世界分散投資戦略ファンド

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2022年1月21日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
当作成期間の基準価額（分配金込み）の騰落率は、11.5％下落しました。基準価額変動の主

な要因を以下に記します。 
 

（株 式 運 用／－）当作成期間を通じて株式投資比率を30％程度を維持した株式の投資効
果は、株式市場の下落を受けて基準価額を押し下げました。地域配分
においては、下落幅の大きかった北米地域を多めの配分とした選択効
果がマイナスに影響しました。株式戦略全体では、基準価額を4.7％程
度押し下げました。 

 
（債 券 運 用／－）債券の投資効果は大きくマイナスに影響しました。作成期間中の米国

10年債利回りが１％台後半から一時3.5％まで上昇（債券価格は下落）
したことに代表されるように市場変動が非常に大きい中で、債券デュ
レーション※を平均７年程度と比較的大きくリスクを取得していたた
め、デュレーション効果は－7.3％と基準価額に大きな影響を与えまし
た。一方、普通国債に比べて価格の下落が緩やかであった、物価連動
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国債に投資していたことや、金利上昇幅が特に大きかった短中期国債
への投資を抑制的としていたことなどの選択効果が一部相殺して、債
券全体では6.6％程度基準価額を押し下げました。 

 
※ デュレーションとは金利がある一定の割合で変動した場合、債券の価格がどの程度変化するかを示す指

標です。この値が大きいほど金利変動に対する債券価格の変動率が大きくなります。 

 
（通 貨 運 用／＋）当作成期間中、他通貨に対して下落した円を売り持ちとして、上昇し

た米ドルなどを買い持ちとした効果がプラスとなって、通貨戦略全体
では、0.4％程度基準価額を押し上げました。 

 
（オルタナティブ／＋）オルタナティブ戦略は、平均３％程度組み入れていた商品の価格が上

昇したことによって0.4％程度基準価額を押し上げました。 
 
その他、信託報酬や売買手数料等は、基準価額を1.0％程度押し下げました。 
 

○投資環境 
当作成期間、欧米の代表的な株価指数は上昇と下落を繰り返しつつも、３月以降は下落を続

けました。一方、国内株価指数は底堅く推移し、当作成期首比ではほぼ横ばいで当作成期末を
迎えました。また、債券市場では、日本の他、米国、ドイツ、イギリスなど主要国の長期債券
利回りが上昇しました。特に、米国においては長期年限よりも短期年限の金利上昇が顕著で
あったため、長短金利差が縮小しました。為替市場では、日本円が多くの通貨に対して下落（円
安）しました。 

2022年１月に開催されたFOMC（米連邦公開市場委員会）において３月の利上げ着手や、保
有資産の売却による量的金融引き締めに関する計画が具体化するとの観測が強まった結果、債
券に加えてこれまで好調だった大型グロース株を中心に株式も売られるなど、市場全体で金融
引き締めを警戒する動きが強まりました。 

その後、ウクライナへの軍事侵攻を巡るロシアと欧米との対立激化などからリスク回避的な
傾向が強まる中で、２月中旬に発表された米国の１月CPI（消費者物価指数）が市場予想を上
回る伸びを示したことをきっかけに、米国短期年限を中心に、世界的に金利が上昇、株価は下
落しました。また、欧米を中心にロシアに対する経済制裁を強化する動きが広がり、供給不安
などを背景に、エネルギー価格が上昇しました。３月には、原油価格の上昇が一服したことや、
ロシアとウクライナの和平交渉進展への期待が高まったことなどを背景に株価は一時的に上
昇に転じたものの、債券市場では、FRB（米連邦準備制度理事会）が2018年以来の利上げに踏
み切り、その後も複数のFRB高官が積極的な金融引き締めの必要性に言及したことに加えて、
ECB（欧州中央銀行）定例理事会において早期の資産買い入れ終了の可能性が示唆されたこと
などを背景に、金利はさらに上昇を続けました。特に、米国においては長期年限よりも短期年
限の金利上昇が顕著であったため、長短金利差が縮小しました。このように欧米での金融引き
締めが強く意識される中で、日銀が緩和的な金融政策維持の姿勢を示したことにより、内外金
利差が拡大しました。また、日本円が多くの通貨に対して下落しました。 

５月後半には、金利上昇が一服したことや、中国において新型コロナウイルス感染の拡大に
伴う上海のロックダウン（都市封鎖）の段階的な解除方針が示されたことで供給制約の解消へ
の期待が高まったことなどを背景に、株価が上昇する場面がありました。しかしその後は、再
び株価が下落、金利は上昇するなど、不安定な動きが続きました。   
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○当ファンドのポートフォリオ 

［世界分散投資戦略ファンド］ 

主要投資対象である［野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド］受益証券

を、当作成期間を通じて高位に組み入れました。 

 

［野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド］ 

・期中の主な動き 

【株式】 

株式は、当作成期間を通じて投資比率を約30％程度に維持しました。グローバル景気の減速

や、各国中央銀行が金融引き締めに積極的な姿勢を警戒して、株式には慎重な見方を維持しま

した。地域配分においては、北米株式を中心とした資産配分を維持しつつ、中国景気への警戒

感からアジアや新興国を３月から５月までは売り持ちとして、それを６月に買い戻しました。

また、資源輸入国である日本や欧州地域は当作成期首から徐々に投資比率を削減しました。当

作成期末時点では日本は非保有、欧州地域は若干の売り持ちとしました。業種配分においては、

公益、生活必需品、ヘルスケアなどのディフェンシブ（景気変動の影響を受けにくい）セクター

を買い持ち、金融、工業などの景気敏感株セクターを売り持ち、景気減速に備えた業種配分を

維持しました。 

 

【債券】 

当作成期首に７年弱としていたデュレーションを、当作成期末には８年強まで長期化しまし

た。特に欧米のデュレーションを期首の６年弱から８年強へと長期化しました。反対に日本の

デュレーションは＋1.0年から－0.5年へと短期化しました。各国中央銀行の金融引き締めに積

極的な姿勢が徐々に軟化すること、景気減速の確信度を強めたことが背景です。日本において

は、欧米に遅れて金融引き締めへ踏み出すことを懸念してデュレーションをマイナス（金利上

昇でプラスの収益が出る状態）としました。市場の期待インフレ率によって価格が決まる物価

連動国債に対して、当作成期首においては積極的な投資を行なっていたものの、期待インフレ

率の上昇が止まり、さらに低下に転じると判断したため、当作成期末時点では当作成期首の半

分以下まで削減しました。また、景気減速懸念が市場で高まることを想定したため、社債や新

興国国債などへの投資は控えました。 

 

【通貨配分】 

当ファンドは、外国資産への投資を通じて生じる為替レート変動の影響を抑制するために、

為替ヘッジ（為替の売り予約）後の円貨比率を100％程度にすることを基本としています。当

作成期首から３月、６月から当作成期末においては、日本円を売り持ちとして、米ドルやスイ

スフランを買い持ちとしました。諸外国においては金融政策が引き締めに転じているものの、

日本では緩和的な金融政策が維持されていることや、貿易収支の悪化を通じて円安になること

を想定したためです。当作成期末時点においては、外貨を2.4％の買い持ちとしています。 
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【オルタナティブ】 

金融引き締めで上値が重くなると考えたリートは、当作成期間を通じて投資を控えました。

一方、高インフレが続く環境下で上昇しやすいと考える商品は、３％程度の投資比率を維持し

ました。 

 

以下は、野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンドの組入比率です。 

 

・株式組入比率（％） 
 

  

 

・債券組入比率（％） 
 

  

 

・その他資産組入比率（％） ・債券デュレーション（年） 
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・通貨配分（％） 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは、絶対収益を目標としているため、ベンチマーク等はありません。 

グラフは、当作成期間の当ファンドの月次基準価額騰落率です。 
 

 
 

 

◎分配金 

分配金につきましては基準価額水準等を勘案して、次表の通りとさせていただきました。 

なお留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第13期 

2022年１月22日～ 
2022年７月21日 

当期分配金 10  

(対基準価額比率) 0.087％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 10  

翌期繰越分配対象額 3,104   
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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◎今後の運用方針 

［野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド］ 

●投資環境見通し 

多くの先進国において企業や消費者の景況判断の悪化や生産活動の減速・縮小が確認される

など、2020年年央から急激に回復した世界経済は早くも下降局面に転じたとみられ、今後につ

いても次の二点を背景に、こうした傾向がより鮮明になっていくと判断しています。 

一点目は、各国中央銀行の金融政策です。家計や企業にとって悪材料となっているインフレ

率を抑制したい各国中央銀行は、2020年に執られた緊急対応としての緩和政策の修正に留まら

ず、経済活動の急激な減速が確認されない限り、引き締め的な金融政策を指向する可能性が高

いと考えられます。 

こうした中央銀行の引き締め的な金融政策は、2021年終盤からの金利上昇を通じて住宅・設

備投資や消費活動に負の影響を与えるばかりか、リスク資産価格の調整を通じて逆資産効果を

招く危険もはらんでいると考えています。 

二点目は、金融政策に変化をもたらしたインフレ率の高位滞留そのものです。実質賃金の目

減りを通じた消費活動の鈍化や、費用増加や物価動向の不確実性を背景とする民間設備投資の

減速は、インフレ率上昇が急速だった分これから顕在化する可能性を否定できず、インフレ率

が沈静化しても家計や企業の需要回復には相応の時間を要する可能性が決して低くはないと

考えられます。 

 

2022年年初からの主要国における株式市場の下落を「上述した世界経済の減速を織り込んだ

ものであるため、今後の下落余地は限られる」と捉えることも可能です。しかし、株式市場の

下落は主に金利上昇に伴う価格調整によるものに過ぎず、今後世界経済の減速が明らかになる

場合は追加的な下落が生じる可能性が低くはないと考えています。 

とりわけ、グローバル株式市場の中でも、日本の株式市場は他の地域に劣後する可能性が高

いと判断しています。米欧との金融政策の相違や通貨安などを背景に、2022年度の日本の株式

市場はこれまで相対的な優位性を示していたものの、米欧先進各国や中国における実体経済の

減速を受け、その優位性が縮小に転じる可能性が高いと考えています。 

一方、リスク資産のなかでも、金属やエネルギーなどの商品に関しては中立的な見方をして

います。東欧の地政学的リスクの台頭や、長引く新型コロナウイルス感染拡大抑制策としての

中国の主要都市のロックダウンを背景とする世界的なサプライチェーン（供給網）の混乱とい

う問題が、経済減速による需要面の影響を一部相殺すると考えるからです。 

他方、今後の債券市場に関しては強気な見方をしています。そう考える一点目の理由は、前

述した世界経済の減速です。これは債券市場にとっての好材料となると考えられます。二点目

の理由は、主要中央銀行の中でもグローバル債券市場に対して強い影響力を持つFRBが執る、

今後の金融政策です。観測されるデータに応じて遅れつつも柔軟に態度を変えてきたパウエル

FRB議長のこれまでの傾向に鑑みると、前述したような実体経済の減速が鮮明になった場合に



品 名：90001_140672_013_02_世界分散投資戦略ファンド_926160.docx 

日 時：2022/8/17 15:01:00 

ページ：9 

 

－ 9 － 

世界分散投資戦略ファンド

は、足元とっている引き締め的な金融政策の継続に固執する可能性は低く、むしろその姿勢を

軟化させる可能性が高いと考えています。 

 

●株式 

今後、世界経済の減速を想定しているため、株式市場が下落する可能性が低くはないと判断

しています。これに備え、株式投資比率を現在の30％程度の抑制的な水準とする戦略を維持す

る方針です。業種配分においては、今後の景気減速を見据えてシクリカル（景気敏感）セクター

と言われる景気循環と連動して動くと考えられる金融や工業などのセクターへの投資は控え

て、ディフェンシブセクターとされる公益や生活必需品などのセクターへの投資を維持する方

針です。 

上記戦略からの転機として二点想定しています。一点目は、在庫調整などの景気減速が急

ピッチで進み、新たな景気サイクルが始まるとの判断をした時です。ただし、これには相当な

深度の景気減速が必要となり、その場合には株価に大幅な減価が生じることを想定していま

す。二点目は、各国の金融政策態度に軟化が見込まれる際です。2022年前半の株価大幅下落の

背景となった、各国中央銀行の政策態度が軟化に転じ、利下げなどの金融緩和が現実化すると

の確信を強めた際にも株式の投資比率を引き上げます。その場合は、2022年前半に大きく下落

した米国を中心とするグロース株を中心に投資比率を引き上げることを想定しています。 

地域配分においては、日本の投資を控える方針です。これまで急伸する物価上昇に対応する

べく金融引き締めを急いだ多くの先進諸国ではそれに伴い株価も大きく下落した一方、金融政

策の相違や通貨安等を背景に堅調に推移した日本は、相対的に優位性が目立ちました。しかし

ながら、日本にとって 大の貿易相手国である中国の景気が失速した場合、これまで堅調だっ

た日本が今後は他国に対して劣後する可能性について配慮が必要だと考えています。 

 

●債券 

世界景気の減速を想定しているため、国債への積極投資を維持する方針です。また、金融緩

和への確信を強めた際には、さらに債券を買い増す方針です。その際には、金融政策の影響を

受けやすい短中期年限の債券を増やすことを想定しています。これまで積極的な投資をしてき

た物価連動国債への投資については、市場における期待インフレ率が十分に高まったと判断さ

れることから抑制姿勢を維持します。 

地域配分においてはユーロ圏と日本への投資を抑制する方針です。まずユーロ圏国債に関し

ては、ECBの金融政策の正常化について、短期的な利上げは市場に織り込まれていると考える

一方で、他の地域に比べて沈静化の兆しがない物価上昇への対応を余儀なくされることによ

り、ECBは市場の想定以上に引き締め政策を進める可能性があると評価しています。日銀は先

進諸国で唯一、金融緩和政策を継続している中央銀行ではあるものの、他国同様に物価上昇が

確認され始めていることから今後、金融政策の修正が生じる可能性について警戒しています。 

また、上記●株式で想定している景気減速、リスク資産（株式や社債など）の減価が実現し

た際には、現在投資を抑制している社債や新興国国債への投資を再開する意向です。その際に
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は、現在重心を置いている先進国国債から社債や新興国国債への配分変更を行なうことを想定

しています。 

 

●為替 

米国における金融引き締め期待の剥落から、これまで堅調だった米ドルも、その堅調さは継

続しないと考えています。ただし、世界景気が減速する環境下では米ドル以外の通貨が他通貨

を引き離して上昇することも想定しづらいため、通貨戦略におけるリスク取得は抑制的とする

ことを想定しています。 

 

●オルタナティブ 

新型コロナウイルス禍からの経済正常化に加え、東欧の地政学的リスクの長期化や影響拡大

による複合的な要因を背景に、これまで商品価格が上昇してきたと考えます。一部の原油生産

国では輸出の制限措置がとられるなど、価格への上昇圧力が一層高まる状況に陥っています。

需給ギャップの根本的な解決が図られるまでは価格の高止まりが継続するとの想定をもとに、

現状程度の商品投資を維持する方針です。 

 

［世界分散投資戦略ファンド］ 

主要投資対象である［野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド］受益証券

の組み入れを高位に維持することによって、基準価額の向上に努めます。 

 

引き続き、当ファンドをご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年１月22日～2022年７月21日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 125  1.009  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 61)  (0.491)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 61)  (0.491)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  3)  (0.027)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 5   0.038   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  1)  (0.007)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  4)  (0.031)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.000   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（d） そ の 他 費 用 2   0.016   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  0)  (0.003)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  1)  (0.011)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 132   1.063    

期中の平均基準価額は、12,348円です。  

 
＊ 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊ 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊ 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

＊ 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は2.06％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2022年１月22日～2022年７月21日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド 446,271 684,100 140,980 216,500 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年１月22日～2022年７月21日) 

 

＜世界分散投資戦略ファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式先物取引 8,694 231 2.7 8,684 265 3.1 

債券先物取引 16,941 1,942 11.5 15,872 2,395 15.1 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 1,905千円 
うち利害関係人への支払額（B） 42千円 

（B）／（A） 2.2％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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○組入資産の明細 (2022年７月21日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド 3,085,546 3,390,837 4,931,294 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2022年７月21日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド 4,931,294 98.6 

コール・ローン等、その他 70,795 1.4 

投資信託財産総額 5,002,089 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（2,958,067千円）の投資信託財産総額

（5,164,615千円）に対する比率は57.3％です。 

＊外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝138.51円、１カナダドル＝107.56

円、１英ポンド＝165.71円、１スイスフラン＝142.56円、１スウェーデンクローナ＝13.53円、１ノルウェークローネ＝13.89円、１ユーロ

＝141.17円、１ズロチ＝29.5712円、１香港ドル＝17.64円、１シンガポールドル＝99.39円、１豪ドル＝95.39円、１メキシコペソ＝6.742円。

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年７月21日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 5,002,089,513   

 コール・ローン等 69,294,843   

 野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド(評価額) 4,931,294,670   

 未収入金 1,500,000   

(B) 負債 58,205,027   

 未払収益分配金 4,282,035   

 未払解約金 3,834,420   

 未払信託報酬 50,007,508   

 未払利息 27   

 その他未払費用 81,037   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,943,884,486   

 元本 4,282,035,267   

 次期繰越損益金 661,849,219   

(D) 受益権総口数 4,282,035,267口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,546円 
 

（注）期首元本額は 3,851,724,316 円、期中追加設定元本額は

672,172,135円、期中一部解約元本額は241,861,184円、１口当た

り純資産額は1.1546円です。 
 

○損益の状況 (2022年１月22日～2022年７月21日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      2,544   

 支払利息 △      2,544   

(B) 有価証券売買損益 △540,401,439   

 売買益 16,081,727   

 売買損 △556,483,166   

(C) 信託報酬等 △ 50,088,545   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △590,492,528   

(E) 前期繰越損益金 348,541,176   

(F) 追加信託差損益金 908,082,606   

 (配当等相当額) (  896,812,454)  

 (売買損益相当額) (   11,270,152)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 666,131,254   

(H) 収益分配金 △  4,282,035   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 661,849,219   

 追加信託差損益金 908,082,606   

 (配当等相当額) (  897,453,711)  

 (売買損益相当額) (   10,628,895)  

 分配準備積立金 432,094,266   

 繰越損益金 △678,327,653   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2022年１月22日～2022年７月21日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2022年１月22日～ 
2022年７月21日 

a. 配当等収益(経費控除後) 0円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 897,453,711円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 436,376,301円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 1,333,830,012円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 3,114円 

g. 分配金 4,282,035円 

h. 分配金(１万口当たり) 10円 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 10円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 

 

○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2022年７月21日現在) 

＜野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド＞ 
 下記は、野村ワールド・バランス・ストラテジー マザーファンド全体(3,390,837千口)の内容です。 

 

(Ａ)国内(邦貨建)公社債 種類別開示 

区 分 

当 期 末 

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 
うちＢＢ格以下 
組 入 比 率 

残存期間別組入比率 

５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％  

国債証券 520,000 519,389 10.5 － 0.4 － 10.2  

合 計 520,000 519,389 10.5 － 0.4 － 10.2  
 
＊組入比率は、このファンドが組み入れているマザーファンドの純資産総額に対する評価額の割合。 

＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

＊残存期間が１年以内の公社債は原則として償却原価法により評価しています。 

 

(Ｂ)国内(邦貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘 柄 
当 期 末 

利 率 額 面 金 額 評  価  額 償 還 年 月 日 
国債証券 ％ 千円 千円  
国庫債券 利付（２年）第427回 0.005 500,000 500,820 2023/８/１ 
国庫債券 利付（20年）第174回 0.4 20,000 18,569 2040/９/20 

合 計  520,000 519,389  
 
＊額面・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

  

国内公社債 



品 名：90001_140672_013_02_世界分散投資戦略ファンド_926160.docx 

日 時：2022/8/17 15:01:00 

ページ：17 

 

－ 17 － 

世界分散投資戦略ファンド

 

(Ａ)外国(外貨建)公社債 種類別開示 

区    分 

当 期 末 

額面金額 
評  価  額 

組入比率 
うちBB格以下 
組 入 比 率 

残存期間別組入比率 

外貨建金額 邦貨換算金額 ５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千米ドル 千米ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 

アメリカ 2,200 2,678 371,059 7.5 － － 5.0 2.5 

 千英ポンド 千英ポンド       

イギリス 800 659 109,298 2.2 － 2.2 － － 

 千スウェーデンクローナ 千スウェーデンクローナ       

スウェーデン 17,500 15,664 211,942 4.3 － 4.3 － － 

ユーロ 千ユーロ 千ユーロ       

 ドイツ 200 164 23,272 0.5 － 0.5 － － 

 フランス 2,550 2,420 341,725 6.9 － 6.9 － － 

 スペイン 1,950 1,789 252,683 5.1 － 5.1 － － 

 千ズロチ 千ズロチ       

ポーランド 2,000 1,325 39,203 0.8 － 0.8 － － 

 千メキシコペソ 千メキシコペソ       

メキシコ 11,700 11,316 76,298 1.5 － 1.5 － － 

合 計 － － 1,425,482 28.9 － 21.4 5.0 2.5 
 
＊邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

＊組入比率は、このファンドが組み入れているマザーファンドの純資産総額に対する評価額の割合。 

＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

 

  

外国公社債 
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(Ｂ)外国(外貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘         柄 

当 期 末 

利  率 額面金額 
評  価  額 

償還年月日 
外貨建金額 邦貨換算金額 

アメリカ ％ 千米ドル 千米ドル 千円  

  国債証券 TSY INFL IX N/B I/L 0.625 700 882 122,247 2024/１/15 

   TSY INFL IX N/B I/L 0.375 1,500 1,796 248,811 2027/１/15 

小 計    371,059  

イギリス  千英ポンド 千英ポンド   

  国債証券 UK TREASURY 1.75 300 266 44,223 2037/９/７ 

   UK TREASURY 1.25 500 392 65,075 2041/10/22 

小 計    109,298  

スウェーデン  千スウェーデンクローナ 千スウェーデンクローナ   

  国債証券 SWEDISH GOVERNMENT 0.75 5,000 4,690 63,457 2029/11/12 

   SWEDISH GOVERNMENT 0.125 12,500 10,974 148,484 2031/５/12 

小 計    211,942  

ユーロ  千ユーロ 千ユーロ   

 ドイツ 国債証券 BUNDESREPUB. DEUTSCHLAND － 200 164 23,272 2036/５/15 

 フランス 国債証券 FRANCE (GOVT OF) 1.75 2,550 2,420 341,725 2039/６/25 

 スペイン 国債証券 BONOS Y OBLIG DEL ESTADO 1.85 1,950 1,789 252,683 2035/７/30 

小 計    617,680  

ポーランド  千ズロチ 千ズロチ   

  国債証券 POLAND GOVERNMENT BOND 1.75 2,000 1,325 39,203 2032/４/25 

小 計    39,203  

メキシコ  千メキシコペソ 千メキシコペソ   

  国債証券 MEX BONOS DESARR FIX RT 8.5 11,700 11,316 76,298 2029/５/31 

小 計    76,298  

合 計    1,425,482  
 
＊邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

＊額面・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

 

銘         柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口   数 口   数 評 価 額 比   率 

 口 口 千円 ％ 

ＮＥＸＴＦＵＮＤＳ東証ＲＥＩＴ指数連動型上場投信 100 100 214 0.0 

合 計 
口 数 ・ 金 額 100 100 214  

銘 柄 数＜比 率＞ 1 1 ＜0.0％＞  
 
＊比率は、このファンドが組み入れているマザーファンドの純資産総額に対する評価額の比率。 

＊評価額の単位未満は切り捨て。 

＊銘柄コード等の変更があった銘柄は、別銘柄として掲載しております。 

 

  

国内投資信託証券 
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銘         柄 

期首(前期末) 当 期 末 

口   数 口   数 
評    価    額 

比   率 
外貨建金額 邦貨換算金額 

(アメリカ) 口 口 千米ドル 千円 ％ 

ALERIAN MLP ETF 20 － － － － 

INVESCO DB AGRICULTURE FUND － 12,000 239 33,159 0.7 

ISHARES GOLD TRUST 20,250 6,750 217 30,114 0.6 

ISHARES MSCI EMERGING MARKET ASIA 100 100 6 928 0.0 

ISHARES MSCI TURKEY ETF 100 100 1 261 0.0 

ISHARES LATIN AMERICA 40 ETF 2,000 100 2 300 0.0 

ISHARES US REAL ESTATE ETF 100 1,300 122 16,918 0.3 

ISHARES JP MORGAN USD EM BOND ETF 900 900 76 10,547 0.2 

ISHARES MBS ETF 100 100 9 1,351 0.0 

ISHARES BROAD USD INVESTMENT ETF 100 100 5 709 0.0 

ISHARES S&P GSCI COMMODITY I 35,400 31,500 711 98,605 2.0 

SPDR DJ GLOBAL REAL ESTATE E 200 200 8 1,245 0.0 

SPDR PORTFOLIO TIPS ETF 22,000 16,000 441 61,188 1.2 

SPDR S&P METALS & MINING ETF 6,700 6,500 291 40,433 0.8 

UNITED STATES OIL FUND LP 2,325 25 1 268 0.0 

VANECK GOLD MINERS ETF 1,900 6,100 154 21,342 0.4 

VANECK RUSSIA ETF 6,100 6,100 － － － 

VANECK AGRIBUSINESS ETF 8,500 11,200 974 134,979 2.7 

VANECK J.P. MORGAN EM LOCAL CURRENCY 50 50 1 163 0.0 

VANGUARD CONSUMER DISCRETIONARY ETF 2,700 － － － － 

VANGUARD CONSUMER STAPLE ETF 2,000 500 93 12,944 0.3 

VANGUARD ENERGY ETF － 300 30 4,243 0.1 

VANGUARD HEALTH CARE ETF 3,600 1,200 285 39,568 0.8 

VANGUARD INFORMATION TECHNOLOGY ETF 700 1,000 353 48,975 1.0 

VANGUARD UTILITIES ETF 3,100 5,000 745 103,224 2.1 

小 計 
口  数 ・ 金  額 118,945 107,125 4,775 661,474  

銘  柄  数 ＜ 比  率 ＞ 23 23 － ＜13.4％＞  

(ユーロ…アイルランド)   千ユーロ   

ISHARES CORE EURO CORP BOND 100 100 11 1,688 0.0 

ユ ー ロ 計 
口  数 ・ 金  額 100 100 11 1,688  

銘  柄  数 ＜ 比  率 ＞ 1 1 － ＜0.0％＞  

合 計 
口  数 ・ 金  額 119,045 107,225 － 663,162  

銘  柄  数 ＜ 比  率 ＞ 24 24 － ＜13.4％＞  
 
＊邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

＊比率は、このファンドが組み入れているマザーファンドの純資産総額に対する評価額の比率。 

＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊銘柄コード等の変更があった銘柄は、別銘柄として掲載しております。 

 

  

外国投資信託証券 
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銘      柄      別 
当 期 末 

買   建   額 売   建   額 

国 
内 

  百万円 百万円 

債券先物取引 １０年国債標準物 － 448 

外 

国 

株式先物取引 AEX 19 － 

 CAC40 17 － 

 CHA50 89 － 

 DAX30 － 46 

 DJIAVMN 132 － 

 FT100 － 95 

 FTSE/MIB 15 － 

 HANGSENG 55 － 

 IBEX － 22 

 MSCIN 27 － 

 MSCIS 28 － 

 MSTWN 15 － 

 NASDAQMN 69 － 

 OMX30 29 － 

 SPI200 15 － 

 SPEMINI 768 － 

 SWISSMKT 47 － 

 CBOEVIX 7 － 

 WIG20 － 24 

 XAB － 21 

 XAF － 55 

債券先物取引 TNOTE(5YEAR) 370 － 

 AU03YR 123 － 

 AU10YR 80 － 

 BTP 121 － 

 BTS － 107 

 BUXL 168 － 

 CANADA 470 － 

 GILTS 38 － 

 OAT10Y 119 － 

 SCHATZ － 1,404 

 TBOND 728 － 

 TNOTE(10YEAR) 391 － 

 T-ULTRA 402 － 
 
＊単位未満は切り捨て。 

＊邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

 

先物取引の銘柄別期末残高 
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